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、

「海
と
緑
と
歴
史
を
生
か

.uた
恭
し
い
ま
ち
な
み
}
・を
向
指
し
て
、
十
月
か
ら
湘
南
ひ
ら
つ

か
都
市
長
観
づ
く
り
要
綱
が
ス
タ
ー
ト
作
じ
ま
す
R
L
の
た
め
、
建
物
等
を
建
築
す
る
場
合
は
、

長
観
形
成
の
事
前
相
談
と
建
築
物
事
前
協
鵠
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
建
築
物
等
の
計

画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
都
市
景
観
推
進
担
当
へ
事
前
に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
観
と
い
う
と
、
み
な
さ
ん

何
を
思
い
出
す
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
一
つ
の
絵
の
額
を
想
像

し
、
そ
の
額
を
ま
ち
の
中
に
当

て
は
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。
い

ろ
い
ろ
な
ま
ち
な
み
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
色
が
見
せ
る
多

彩
な

「長
」
と
、
ま
ち
を
ど
の

よ
う
な
閉

・
価
値
観
で
見
る
か

の
「
観
」
を
合
わ
せ
た
二
つ
の

出
会
い
が

「長
観
」
で
す
。

都
市
景
観
の
目
的

最
近
は
、
新
興
住
宅
地
の
開

発
、
中
心
商
業
地
へ
の
高
層
建

築
等
、
新
た
な
土
地
利
用
の
変

化
に
伴
い
、
画
一
的
な
都
市

空
間
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
困
り
ま

す。
二
十

一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

モ デル地区内 モ デル地区以 外
建

新築、増築、改築、移転、大規 左記と閉じ行為。i'~さ 10
築

物
棋 な修綿、外観・色彩等を変 mまたは 3階以上、また

更する とき は面積1000m'以上

コニ 門、塀、円よけ、煙突、装飾塔、 左記と同じ対象物。高さ

作 高架水槽、立体 駐車場などが 10m以上

物 対象

届け出が必要 な主な行為

次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
質
の

高
い
、
魅
力
あ
る
平
塚
ら
し
さ

や
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た

快
適
性
の
あ
る
都
市
空
間
を
残

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
わ
か
り
や
す
い
ま

ち
、
美
し
い
ま
ち
、
親
し
み
ゃ

す
い
ま
ち
等
、
人
々
が
生
前
ず

る
う
え
で
必
袈
な
、
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
市

民
、
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な

っ
て
、
都
市
長
観
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
計
画
と
は

都
市
景
観
基
本
計
画
は
、
平

塚
市
が
目
指
す
潤
い
と
ゆ
と
り

あ
る
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り

に
向
か
っ
て
、
快
適
な
都
市
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
総
合
的
、

か
つ
計
画
的
な
都
市
長
観
形
成

の
た
め
の
指
針
で
す
。

モ
デ
ル
地
区
と
は

広
報
ひ
ら
つ
か
都
市
対
観
特

集
号
(
三
月
二
十
日
発
行
)
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
重
要

地
区
と
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
都
市
景
観
基
本
計

画
の
な
か
で
、
平
塚
ら
し
さ
を

持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
つ
く
り

出
す
地
区
を
重
要
地
区
と
し
て

設
定
し
、
そ
の
重
要
地
区
の
中

か
ら
、
さ
ら
に
モ
デ
ル
地
区
を

選
び
、
景
観
づ
く
り
に
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
モ
デ
ル
地
区
内
に

建
築
物
や
工
作
物
等
を
、
新

築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
等
を

す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
市

に
事
前
相
談
と
卦
観
協
議
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
以
外
の
地
区
で

も
、
景
観
に
影
山
引
い
を
与
え
る
大

規
模
な
建
築
物
や
工
作
物
等
の

新
・改
築
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

事
前
相
談
や
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

事
前
相
談
と
は

ま
ち
づ
く
り
の
対
観
形
成
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
新
築
等
の
計
画
を

さ
れ
た
と
き
、
景
観
の
留
意
点

や
そ
の
地
区
の
基
本
方
針
等
の

資
料
提
供
を
行
い
、
事
前
相
談

を
し
て
設
計
に
入
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
事
前
相
談
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
景
観
基
本
計
両
の
基
本
理
念

や
基
本
方
針
を
協
議
し
ま
す

②
建
築
物
等
の
計
画
予
定
地
の

公
観
地
区
区
分
を
協
議
し
ま
す

③
地
区
の
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
、
土
地
、
建
築
物
、

工
作
物
、

設
備
、
広
告
物
、
看
板
、
日
よ

貯
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示

し
協
議
し
ま
す

④
建
築
物
等
の
事
業
を
把
握
し

て
、
景
観
の
事
前
届
げ
出
制
度

や
景
観
の
留
意
点
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す

い
ず
れ
に
し
て
も
、
都
市
開

発
行
為
と
同
じ
よ
う
に
、
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
事

前
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
手

続
き
等
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
問
い
合
わ
せ
先
都
市
計
画

課
都
市
長
観
推
進
担
当
(
内
線

五
七

O
)

• • • 旭小学校が優秀校に
年
四
組
の
み
な
さ
ん
は
、

八
月
二
十

一
日
に
行
わ
れ

た
第
四
十

一
期
T
B
Sこ

ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
小
学
校
合
唱
部
門
で
、

優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

優
し
く
て
面
白
く
、
子

供
の
気
持
ち
を
分
か
っ

て
く
れ
る
担
任
の
小
宮

先
生
は
、
「
朝
は
歌
で
始

ま
り
、歌
で
さ
よ
う
な
ら
と

い
う
よ
う
に
、
生
活
の
一

部
と
し
て
、
毎
日
歌
っ
て

い
ま
す
。
一
番
大
切
な
事
は
、

一
人
一
人
の
心
の
成
長
で

す
。
子
供
た
ち
が
、
互
い

に
認
め
合
い
思
い
や
る
よ

う
に
な
る
と
、
自
然
に
歌

が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
す
。

自
分
を
、
そ
し
て
友
達
を

・

も
、
大
切
に
で
き
る
子
に

• • 

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

三
十

四
人
(
男
女
各
十
七
人
)

の
み
な
さ
ん
は
、
仲
良
し

で
歌
が
大
好
き
。
和
気
あ

い
あ
い
の
明
る
い
ク
ラ
ス

で
す
。
発
表
当
日
も
、
い

つ
も
の
学
級
の
雰
囲
気

が
、
そ
の
ま
ま
コ
ー
ラ
ス

に
表
現
さ
れ
、
「
特
に
歌

っ
て
い
る
顔
の
表
情
が
紫

晴
ら
し
か
っ
た
」
と
の
音

楽
専
科
の
脇
谷
先
生
の
お

話
で
し
た
。
七
校
中
一
番

最
初
の
発
表
で
し
た
が

「
緊
張
し
な
か
っ
た
。
歌

え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と

子
供
た
ち
。

練
習
は
、
五
年
生
の
時

か
ら
、
簡
単
な
輪
唱
等
か

ら
歌
い
続
け
、
今
回
発
表

し
た

「少
年
の
日
は
今
』

は
そ
の
中
の
一
曲
で
す
。

一
次
の
テ
1
ブ
審
査
で

合
格
し
た
後
は
、
夏
休
み

中
も
が
ん
ば
っ
た
そ
う
で

す
。
初
め
は
、
変
声
期
で

声
を
出
し
に
く
い
男
子
や

音
楽
の
苦
手
な
子
も
、
ゲ

ー
ム
の
歌
な
ど
で
、
段
々

と
楽
し
さ
に
変
わ
り
ず
っ

と
歌
っ
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
子
供

た
ち
の
澄
み
き
っ
た
索
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
広
が
っ

て
行
く
で
し
ょ
う
。

旭 小学校 6年 4組 のみなさん• • • 



(2) 平成5年 9月 15日広報ひらつか

平成 5年地区別

受通事故件数
..雨宮さんrJO5歳:

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

九
月
二
十
一
日
(
火
)
か
ら
三

十
日
(
木
)
ま
で
の
十
日
間
、

全
国
一
斉
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る。
神
奈
川
県
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
今
年
の
県
内
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は
三
万
九
千
七
百
二

十
八
件
(
八
月
三
十
日
現
在
)

で
、
死
者
は
三
百
四
十
八
人
。

四
十
七
都
道
府
県
で
千
誕
、
北

海
道
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト
三
位

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
年
に
な
っ
て
平
塚

市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

平緑地医は全体の37%を

，.';めているが、明加率の高

いのは大野地区。

第 5寸 オ号

九
月
十
五
日
は

「敬
老
の

日
」
。
市
で
は
ひ
と
足
早
い
六

日
と
八
日
に
、
九
十
八
歳
以
上

の
お
年
寄
り
十
七
人
を
市
長
が

訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
た
。

訪
問
し
た
お
年
寄
り
の
中
で

年ん活iのの
点八でし富最
京月百て士市
の 三 五い白年
銀日歳ら苑齢
鹿生 。れ老・の
生 ま(る人プョー
まれ明雨ホは
れ ) 治宮 1
で 二 喜ム底

十代でケ ‘ 

昭 ーさ生原 市 長 かり祝 い金と夏掛け布団が贈られた

(
八
月
三
十

一
日
現
在
)
は

一

千
五
百
六
十
八
件
で
、
昨
年
同

時
期
と
比
べ
三
百
五
十
五
人
附

え
、
死
者
も
ニ
人
多
い
十
人
を

数
え
て
い
る
。

特
に
、
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
は
百
二
十
五
件
で
、
昨
年
よ

り
四
十
一
件
増
え
、

「車
両
直

前
直
後
の
横
断
」
、

「
信
号
無

視
」
、

「飛
び
出
し
」
が
多
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平

塚
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
期
間
中

「お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
る
。

道
路
上
に
お
い
て
は
、
お
年

寄
り
は
必
ず
弱
者
と
な
っ
て
し

ま
う
。
車
を
運
転
し
て
い
る
方

は
、
お
年
寄
り
を
見
掛
け
た
ら

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

交
通
安
全
教
室
に
参
加
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
交
通
安

全
の
大
切
さ
や
、
交
通
事
故
の

と
わ
さ
、
悲
惨
さ
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
く
交
通
安
全
教
室
を

聞
い
て
い
る
。

申
し
込
み
は
、
い
つ
で
も
お

曜日別交通事故件数付月-7月〉

金 ・土曜日の事故は全体の34%を占

めている。また、加山者の61%、死傷

者の71%は市内在住者となっている。

〈件〉
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可50

和
五
十

一
年
に
同
ホ
1
ム
に
入

所
。
現
在
は
車
い
す
で
の
生
活

と
な
っ
て
い
る
が
、
毎
日
寮
母

さ
ん
と
話
を
す
る
の
が
楽
し
み

の
様
子
。

八
回
闘
の
訪
問
と
な
る
市
長

か
ら
、

「す
っ
か
り
顔
な
じ
み

に
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら

も
体
に
気
を
つ
け
て
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
励
ま
し

に
、
部
い
ブ
ル
ー
の
ス
l
ツ
に

お
気
に
入
り
の
金
の
ブ
ロ
ー
チ

を
つ
け
た
雨
宮
さ
ん
は
、
お
礼

に
と
用
意
さ
れ
た
花
束
を
市
長

に
贈
ら
れ
た
。

な
お
、
九
十
八
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
二
十
四
人
い
ら
れ
る

が
、
今
回
は
お
元
気
な
次
の

土
曜
日

金
掴
曜
日

木
曜
日

水
曜
日

火
曜
日

月
曜
日

日
曜
日

1Cわ

50 方
々
を
訪
問
し
た
。
(
敬
称
略
)

・
百
五
歳
雨
宮
喜
代
(
唐
ケ

原
)

・
百
三
歳
佐
川
キ
ヨ
(
御
殿
)

・
宵
一
成
増
尾
辰
蔵
(
下
吉

沢
)
、
内
藤
ス
ズ
(
松
風
町
)

・
百

歳

飯

田
ヤ
ス

(
田
村
)

・
卯
歳
石
丸
ス
エ
(
夕
陽
ケ

丘
)
、
松
本
ク
ラ
(
札
場
町
)
、

藤
間
マ
ツ
(
南
金
目
)
、
木
村

リ
ツ
(
同
根
)

・
mm
歳

竹

本
サ
ク
(
花
水

台
)
、
中
戸
川
重
次
(
花
水

台
)
、
上
野
ハ
ツ
(
真
田
)
、

尾
崎
リ
ン
(
飯
島
)
、
渡
辺
好

郎
(
上
平
塚
)
、
加
藤
政
五
郎

(
型
原
町
)
、
楽
秀
雄
(
馬
入

本
町
)
、
添
田
イ
セ

(横
内
)

受
け
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
地
域
や
職
場
な
ど
で
利
用

さ
れ
、
も
う

一
度
交
通
安
全
に

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

マ
実
施
日
原
則
と
し
て
月
、

火
、
木
、

金
曜
日
の
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
対
象
団
体
自
治
会
、
町
内

会
、
子
供
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

学
校
、

P
T
A、
会
社
、
部
業

所
な
ど

マ
内
容
①
講
話
(
交
通
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
)
②
実
技

指
導
(
歩
行
、
自
転
車
、
街
頭

指
導
)

③

映
画
(
交
通
安
全

映
画
を
上
映
)

マ
申
込
先
交
通
安
全
課
交
通

安
全
係
(
内
線
二
五
四
)

各
地
区
で
は
か

り
の
定
期
検
査

取
り
引
き
や
証
明
に
使
う
は

か
り
の
定
期
検
査
を
行
う
。

昨
年
検
有
を
受
け
た
方
は
通

知
す
る
が
、
今
年
は
じ
め
て
の

方
は
、
直
接
ご
持
参
を
。

マ
対
象
①
商
品
売
口
用
は
か

り
②
薬
剤
用
は
か
り
③
身

体
検
査
用
は
か
り
④
品
業
な

ど
で
の
出
荷
、
売
口
用
は
か
り

⑤
辿
賀
野
出
用
は
か
り

マ
検
査
目
時
、
会
場

・
9
月
初
日
(
月
)
午
前
、
午

後

博

物

館

・
幻
自

(
火
)
午
前

神
田
公

民
館
、
午
後
大
野
公
民
館

-n日
(
水
)
午
前

浜

岳

中

学
校
、
午
後
盟
国
公
民
館

-
M
日
(
金
)
午
前
、
午
後

金
日
公
民
館

-
U
日
(
月
)
午
前
、

午
後

市
民
セ
ン
タ
ー

-m
臼
(
火
)
午
前
、
午
後

旭
北
公
民
館

-m
日
(
水
)
午
前
、
午
後

競
輪
場

・
初
日
(
木
)
午
前
、
午
後

日
士
見
公
民
館

-m月
1
日
(
金
)
午
前
、
午

後
大
原
小
学
校

・
4
日
(
月
)
午
前
、
午
後

市
民
セ
ン
タ
ー

※
午
前
は
叩
時

i
u時
却
分
、

午
後
は
1
時

3
3時

マ
問
い
合
わ
せ
先
商
業
観
光

課
商
業
係
(
内
線
五
六
ニ
)

浄
化
槽
フ
ェ

ス

テ
ィ
バ
ル
聞
く

浄
化
槽
の
日
(
十
月
一
目
、

現
境
庁
、
厚
生
省
、
建
設
省
)

に
あ
わ
せ
て
、
静
化
槽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
時

凶
月
1
日
(
金
)
午

前
川
時

1
午
後
3
時

マ
会
場

駅

ピ

ル
ラ
ス
カ
前

マ
内
容
①
浄
化
槽
カ
ッ
ト
モ

デ
ル
、
パ
ネ
ル
等
の
展
示

②

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
保
守
、
清
掃
、

工
事
関
係
等
)

平
塚
市
を
ホ
1
ム
タ
ウ
ン
に

J
リ
l
グ
入
り
を
目
指
す
か
ベ

ル
マ
I
レ
平
塚
。
の
J
l
リ
ー

グ
優
勝
報
告
会
が
七
日
、
市
役

所
玄
関
前
で
聞
か
れ
た
。

ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
は
、
今
月

の
五
日
、
磐
田
サ
ッ
カ
ー
場
で

ジ
ュ
ピ
ロ
磐
田
を
1
対
0
で
下

し
、
同
リ
l
グ
の
優
勝
を
飾
っ

た
。
凶
勝
2
敗
の
好
成
績
で
、

J
リ
ー
グ
入
り
に
手
ご
た
え
も

十
分
。
優
勝
報
告
会
に
は
監

督
、
選
手
ら
が
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿

で
出
席
。
古
前
田
監
督
、
名
塚

主
将
ら
に
女
子
職
員
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
た
。

監
督
が
「
市
民
の
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。

ナ
ピ
ス
コ
カ
ッ
プ
も
応
援
し
て

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

管
理
課
管
理
第
2
係
(
内
線
二

四
こ空

き
地
の
雑
草

の
刈
り
取
り
を

枯
れ
草
に
よ
る
火
災
は
、
ひ

と
た
び
発
生
す
る
と
燃
え
広
が

り
、
辿
物
な
ど
に
延
焼
す
る
こ

と
が
多
く
、
非
常
に
危
険
で
あ

る
。消

防
署
で
は
、
冬
に
な
っ
て

枯
れ
草
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
毎
年
空
き
地
や
休
耕
地
な

ど
に
生
い
茂
っ
て
い
る
、
雑
草

の
調
査
(
今
年
は
十
月

1
)
を

行
い
、
そ
の
土
地
を
お
持
ち
の

方
に
刈
り
取
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

雑
草
は
、
背
草
の
う
ち
が
刈

り
取
り
ゃ
す
い
の
で
、
枯
れ
草

と
な
ら
な
い
う
ち
に
刈
り
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
を

焼
却
す
る
と
き
は
、
消
防
署

(
電
話
幻
|
一ニ二
四
O
)
に
ご

連
絡
を
。

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最

後
に
、
市
長
が
「
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
試
合
を
胸
の

熱
く
な
る
思
い
で
観
戦
し
ま
し

た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
も
立
派
に
改

修
し
ま
す
」
と
激
励
さ
れ
、
選

手
ら
は
、
お
祝
い
に
駆
け
付
け

た
市
民
か
ら
祝
福
を
受
け
た

0

0
J
l
リ
ー
グ
最
終
成
績

①
ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
山
山
勝

2
敗
、
②
ジ
ュ
ピ
ロ
磐
田

H

勝
4
敗

③

東

芝

日

勝

7
敗

④
大
塚
製
薬
叩
勝
8
敗

⑤

柏
レ
イ
ソ
ル

9
勝
9
敗

⑥

臼
士
通

8
勝
叩
敗

⑦
ヤ
ン

マ
l

7

勝
口
敗
③
東
京
ガ

ス

7
勝
日
敗
⑨
中
央
防
犯

6
勝
ロ
敗
⑮
京
都
サ
ン
ガ

2
勝
目
敗

市
民
相
談
室

n
l
一
一
一
一

(内
線
二
九
三
)

。
人
権
法
律
相
桜
・
行
政
相
股
9
月
幻
自
(
火
)
、
叩
月

5
B
(火
)
日
時
1
M時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
昭
回
目
時
1
M時
、
予
約
制

(
屯
話
で
も
可
)

O
登
記
供
託
測
量
相
談

叩

月
8
日
(
金
)
日
時
S
M
時

。
住
宅
相
談
9
月
幻
自
(
火
)
日
時
i
m時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

叩

月
4
臼
(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
政

9
月
日
日
(
木
)
日
時
却
分
3
同
時

。
定
例
年
金
柑
験

問

月
M
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
附
日
9
時
1
M時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
i
M
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)

M

l
七
=
一
一
一

O
膏
少
年
相
談

毎

週

月

1
金
昭
臼
9
時
3
M時

。
青
少
年
相
談
出
張
窓
口

9
月
初
回
(
木
)
川
時
S
M時、

金
目
公
民
館

。
悩
み
ご
と
は

砂ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
'
お
ー
七
八
三
O

毎
迎
月

t
金
附
臼
9
時
i
m時
却
分

(
土
昭
同
は
日
時
3
同
時
却
分
)

福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、

住
宅
、

医
療
)
相
談

叩

月
M
日

(
木
)
日
時
加
分
3
日
時
初
分
、
予
約

t
m
 

O
生
活
支
媛
相
訟

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
迎
刀
1
金
昭

M
8
時
却
分
1
口
時

。
結
婚
相
談

毎

週

日

附

H
叩
時
5
日
時
(
第
3
日
雌

日
は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
{家庭
児
童
相
談
毎
週
月
3
金
曜
H
9
時
1

日
時

。
婦
人
相
談

m
M
M
H
(木
)
川
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
殺
毎
叩
細
川
t
A
M
附
川
9
時
却
分
3
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
怒
小
学
校
北
側
)

話

l
六
O
一二

毎
週
汀
3
金
附
H
9時'・
3η
時
(
電
話

に
よ
る
柑
談
は
毎
週
月
3
土
曜
日
9
時

3
口
時
)
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E 

美
術
館
で
は
、
九
月
十
八
日

(
土
)
か
ら
企
画
展
「
湘
南
の

文
学
と
美
術
」
展
を
聞
く
。

美
し
い
風
景
と
温
暖
な
気
候

で
親
し
ま
れ
て
い
る
湘
南
。
今

回
の
展
覧
会
は
砂
描
か
れ
た
湘

南
。
を
一
ア
l
マ
に
、
明
治
以
降

の
画
家
や
文
学
者
た
ち
の
二
宮

か
ら
葉
山
ま
で
の
湘
南
を
描
い

た
絵
画
と
、
原
稿
、
日
記
、
住

簡
、
図
書
な
ど
の
文
学
資
料
を

三
つ
の
地
域
に
分
げ
て
展
示
す

る
。
ま
た
、
鎌
倉
や
鵠
滑
に
ゆ

か
り
深
い
白
樺
派
と
、
そ
の
周

辺
に
集
ま
っ
た
画
家
た
ち
、
療

養
地
と
し
て
の
湘
南
を
象
徴
す

る
杏
霊
堂
や
南
湖
院
、
そ
し
て

文
学
者
と
画
家
の
交
流
な
ど
、

湘
南
を
特
徴
づ
け
る
小
テ
1
マ

を
設
け
る
。

文
学
資
料
約
三
百
七
十
点
、

絵
両
約
八
十
点
で
構
成
さ
れ
る

一
マ
休
館
日
月
暇
臼

こ
の
展
覧
会
は
、
湘
南
の
風
土
マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館

が
生
ん
だ
文
学
、
美
術
に
親
し
(
電
話
お
|
一
一
一
一
一
)

む
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
を
。

マ
会
期

9
月
四
日
(
土
)

1
叩
月
口
日
(
臼
)

・
開
館
時
間
午
前
9
時
却
分

3
午
後
4
時
印
分

(入
館
は
午

後
4
時
却
分
ま
で
)

マ
観
覧
料
一
般
五
百
円
、
高
・

大
学
生
三
百
円
、
小

・
中
学
生

百
円

山本丘人「鎌倉残照J1981年

マ
日
時

9
月
お
日
(
木
)
午

後
2
時

5
、
入
場
自
由

マ
会
場
美
術
館
講
堂

マ
鱗
師
早
稲
田
大
学
教
授

紅
野
敏
郎
氏

マ
出
題

「湘
南
の
文
学
と
美

術
」

国

木
田
独
歩
、
有
島
武

郎
、
黒
田
清
輝
、
岸
田
劉
生

記
念
講
演
会

優
秀
な
応
舗
を
表
彰

平成5年 9月 15日

広
報
広
聴
課
で
は
、
東
京
電

力
平
塚
営
業
所
と
の
共
催
で
市

民
文
化
講
演
会
を
聞
く
。

情
師
は
、
今
年
の
五
月
ま
で

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
「
哲
ち
ゃ
ん
の

(3) 

い仁会十歌
ろ哲を七揺
い夫し年パ
ろ氏て七レ

ニッポン放送の人気アナウ 」 。きか 1
でテた月ド

ンサー。主な出演番組はニッ 、 l おにニ

ポンが6dfオールナイトニッポ アマなわツ

ン」と「哲ちゃんの歌謡バレー ナはじたポ
ウ 「 みりン

ドニッポン」など。 10月から ン放の 、」

の新番組のため、現在充電中。 サ送今司で

ー
の
立
場
か
ら
各
界
の
裏
話
を

混
ぜ
な
が
ら
、
楽
し
く
話
し
て

い
た
だ
く
ト
l
ク
シ
ョ

l
。
ぜ

ひ
ご
来
場
を
。

マ
日
時
叩
月
四
日
(
火
)
午

後
1
時
初
分

i
3時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定
員
七
百
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
(
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
)

か
電
話
で
、
一

Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
市
民
文
化
講
演
会
」
係

(
内
線
三
一

五
)
へ
。

最 優秀賞の 「菓子の木J(根板 間)

利
用
者
に
愛
さ
れ
る
庖
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
庖
舗
を
表

彰
す
る
平
塚
唐
舗
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
洋
菓
子
販
売
の

「菓
子
の
木
」

(根
坂
間
)
と

英
容
撲
の

「
Y
A
S
U
O
K
A

W
」
(
明
石
町
)
が
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
。

今
年
は
十
七
届
舗
の
応
募
が

あ
り
、
庖
主
の
セ
ン
ス
と
個
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
庖
舗
が
上
位

を
占
め
た
。
な
お
、
優
秀
庖
舗

は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

【一

般
小
売
り
業
唐
の
部
】

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
マ
ー
ケ

ッ
ト
(
夕
陽
ケ
丘
)
、
大
島
屋

商
庖
(
老
松
町
)
、
中
村
極
楽

裳
(宝
町
)
、
写
美
人

(中
原
)

{飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
庖
の
部
】

パ
l
パ
1
ア
イ
ド
ル
(
真

土
)
、
遊
漫
亭
(
花
水
台
)
、

み
や
び

(錦
町
)
、
マ
シ
ュ
キ

理
容
室

・
美
容
室
(
平
塚
)

よ
い
歯
の
作
文

ン
ク

!
ル

コ歯
の
衛
生
に
関
す
る
作
文
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
百
六
十
五

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
入
賞
作
品
二
十
八
点
が
決
ま

っ
た
。

優
秀
賞
に
輝
い
た
方
は

次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

山
本
歩
惟
(
大
野
小
1
年)、

加
藤
隼

(港
小
2
年
)
、
土
井

紗
希
子
(
岡
崎
小
3
年
)
、
若

竹
早
恵
子

(な
で
し
こ
小
4

年
)
、
佐
藤
久
美
子
(
其
土
小

5
年
)
、
柳
泉
明
子

(
み
ず
ほ

小
6
年
)、

舘
野
美
雪
(
浜
岳

中
2
年
)
、
佐
野
愛
(
大
野
中

2
年
)

美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
受
け
付
け

美
術
館
で
は
、
市
民
ア
1
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
平
成
六
年
度
前

期
分
(
四
月

1
九
月
)
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
廿
る
。
な
お

利
用
申
込
臼
が
重
な
っ
た
と
き

は
抽
選
と
な
る
。
ご
了
承
を。

文
化
祭
の
作
昂
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
第
四
十

一
回
平
塚
市
文
化
祭
に
出
展
ぎ

れ
る
作
品
を
募
集
す
る
。
哲
っ

て
ご
応
募
を
。

-
応
募
資
格
国
歳
以
上
の
カ

{写
真
の
部
】

マ
応
募
規
程
①
未
発
表
作
品

②
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
l
、
単

・

: 民 マ~ - ・ マ
;ギ会 水美水写会 車
;ャ場)術)真期 占
;ラ 3の 1の 空
;リ 中 31部 24部 市

l央日目 立
公~ 10 ~ 10 託
民日月日月 位

館~ 27 ~ 20 京

市 回 目

組
写
真

(1
人
3
枚
以
内
)

③
サ
イ
ズ
は
半
切
以
上
④
表

装
は
パ
ネ
ル
張
り
か
額
装
と
す

るマ
搬
入
叩
月
刊
日

(日
)
午

前
日
時

1
ロ
時
、
中
央
公
民
館

3
階
大
会
議
室

マ
参
加
料

1
人
3
点
ま
で

一

千
円
、

-
点
増
す
ご
と
に
五
百

円
{美
術
の
部
}

マ
応
募
規
程
①
絵
画
は
6
号

3
叩
号
、
ま
た
は
長
辺
刊
代

y
M

i
百
二
十日
ン
れ
の
範
囲
と
し
、

彫
刻
は
初
J
Mラ
以

内

②

1
人

2
点
以
内
③
額
、
仮
り
額
な

ど
で
す
ぐ
展
示
で
き
る
も
の

マ
搬
入
山
月
刊
日
(
日
)
午

前
日
時

1
ロ
時
、
中
央
公
民
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マ
参
加
料

一
千
円

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
(
内
線
五
二
四
)
に

お
尋
ね
を
。

監
査
の
結
果

監
査
香
円以
小
宮
成
司
氏
、
稲

岡
政
夫
氏
、
奥
山
崎
治
氏
か
ら

定
期
監
査
の
報
告
が
あ
っ
た
。

マ
監
査
公
表
日
号
、
日
号

①

対
象

経
済
部
(
除
く
出
産

課
)
、
市
民
部
(
除
く
市
民
謀
、

地
域
づ
く
り
課
)
、
み
ど
り
公

園
課
、
総
合
公
園
管
理
事
務
所、

組
築
謀
、
施
設
謀
、
教
職
員
課
、

指
導
室
、
教
育
研
究
所
、
体
育

謀
、
国
体
準
備
室
、
博
物
館
、

中
央
公
民
館
、
美
術
館
の
予
算

執
行
事
務
②
結
果

お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

γ9月納期の市税 ・手数料つ

r<>対象税等

f • 間定資成税 (策 3期) i 
i -問民健山保険税 (前4期う ; 

-国民年金保険料 (第 6期)

t .渋揃し服従i治手数料 (第 6期) ~ 
・清掃し尿定額乎数料 (第 2期) ¥ 

j 附み手数 料 (節 2期) ) 
-公共下水道使用料 (部 2期)

合納期最終 LJ 9月初日(木)

jO便利な 口座振替制度 のご利用を ご

ー 口座振符そ申し込まれた方は、ゆ j
iし込まれた月の 1か月後の納期から i
F 振り務えが開始される。[.l雌服務は 1

;納期の品終uが振轡 Hとなるので、 ; 

t前日までにHi金残高の確認を。 ，

保留窓富@[0間会関宇蔀@7P}¥@あなたの旭区で広聴パトロール

公共下水道への接続はお済みですか。

公共下水道への接続工事は、平塚市

指定工事庖へ依頼してく定さ い。

間成金 ・資金 質性 あっ せんを希望

される方は、工事を依 頼するときに

申し込んでください。

..... 

¥ 

く)9月22日(水)
• 10時 -12時八 幡公民館

• 14時 -16時四之宮公民館

・19時 -21時大 野公民館

く)9月29日(水)
• 10時 -12時須 賀公民館

下水道総務課庶務係(内線44-問い合わせ

広報広聴課広聴担当(内線355)

お気軽に意見や要望を

担当
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庁
舎

教
育
委
員
会
事
務
局
は
、
九
月
二
十
四
日
(
金
)
に
笠
原
分
庁
舎
一
号
館
(
元
湘
南
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
)
に
全
面
移
転
す
る
。
行
政
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
庁
舎
内
の

事
務
所
配
置
を
見
直
す
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
市
役
所
本
館
、
新
館
、

附
属
庁
舎
の
各
課
の
配
置
も
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
が
ご
協
力
を
。

現
在
の
市
役
所
本
庁
本
一
日
は
、

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
に
。
昭

和
五
十
年
に
平
塚
市
の
人
口
が

二
十
五
万
人
に
達
す
る
。
と
い

う
想
定
に
基
づ
き
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
設
計
、
建
設

さ
れ
た
。

し
か
し
、
行
政
需
要
の
増
大

に
伴
い
事
務
所
が
狭
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
、

市
役
所
新
館
が
建
設
さ
れ
、
さ

ら
に
平
成
三
年
四
月
に
神
奈
川

県
か
ら
観
波
を
受
貯
た
元
公
害

セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
改
修
し
、

四
年
三
月
、
笠
原
分
庁
舎
と
し

て
経
済
部
(山制
度
課
、
商
業
観

光
源
、
工
業
労
政
課
、
中
地
区

民
業
共
済
引
務
組
A

門
)
が
移
り
、

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
移
転
は
、
隣
接
す
る

元
湘
南
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
平
成
三
年
四
月
、
神
崇
川
県

豊 原 庁 書 案 内 図市役所本庁舎.

「一一一一一一

か
ら
譲
り
受
け
る
)
を
改
修

し
、
盟
原
分
庁
舎

一
号
館
と
し

て
利
用
し
て
い
く
も
の
で
、
教

育
委
員
会
事
務
局
が
入
る
。
独

立
し
た
行
政
委
員
会
で
あ
る
、

市
民
窓
口
が
他
部
門
に
比
べ
て

少
な
い
、

4
務
室
一面
相

・
職
品

数
、
公
用
車
数
な
ど
で
一
番
通

し
て
い
る
こ
と
が
理
由
。
な
お

こ
の
移
転
に
よ
り
、
庁
舎
内
の

出
務
所
配
位
を
全
面
的
に
見
前

し
、
通
路
を
広
げ
た
り
、
各
課

の
使
用
面
積
を
増
や
し
た
り
し

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り

利
用
し
や
す
い
配
位
に
し
て
い

く
。
ぜ
ひ
ご
理
解
を
。

豊
原
分
庁
舎

教
育
委
員
会
副
務
局
は
、
新

館
二
階
か
ら
盟
原
分
庁
舎

一
号

館
に
移
転
す
る
。
分
庁
舎
へ
の

移
転
日
は
九
月
二
十
三
日
(
祝
)

で
、
業
務
開
始
日
は
二
十
四
日

(
金
)
。

マ

住

所

平
塚
市
豊
原
町
2
l

'
i
 

q
L
 

マ
電
話
お
l
一
一
一
一

・
お

l
一
一
一
一
(今
ま
で
ど
お
り

言

市
役
所
の
代
表
番
号
)

マ
交
通
神
奈
中
パ
ス

「営
林

署
前
」
下
車

〈

1
階
〉
学
校
教
育
部
長
室
、

学
務
謀
、
指
導
室

〈

2
階
〉
教
育
長
室
、
管
理

部
長
室
、
教
育
総
務
課
、
施
設

謀
、
教
職
員
課

〈

3
階
〉
社
会
教
育
部
長
室
寸

社
令
教
育
課
、
同
体
準
備
室

本
館
へ
の
配
置
変
え

ーー一ー一寸

本
館

一
階
の
地
域
づ
く
り

謀
、
健
康
謀
、
三
階
の
湘
南
丘

陵
整
備
謀
、
民
業
委
員
会
事
務

局
が
東
附
属
庁
舎
二
階
へ
、
ま

一
た
四
階
の
道
路
総
務
眠
、
道
路

一
管
理
課
、
道
路
辿
設
鯨
が
新
館

一
二
階
に
移
転
し
、
新
し
く
本
館

一
四
階
に
は
、
東
附
属
庁
舎
二
階

，句

'
}

邑司

」
M

か
ら
都
市
整
備
課
、

み
ど
り
公

園
課
が
入
る
。
な
お
、
窓
口
へ

の
来
客
の
多
い
保
険
年
金
課

は
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
市

民
ホ
1
ル
寄
り
に
配
置
変
え
す

る
。
本
館
へ
の
移
転
回
は
九
月

二
十
六
日
(
臼
)
で
、
業
務
開

始
臼
は
二
十
七
日
(
月
)
。

〈

1
階
東
側
〉
市
民
線
、
収

納
謀
、
資
産
税
課
、
保
険
年
金

豊
原
分
庁
金
口
一

笠
原
分
庁
舎
は
盟
原
分
庁
舎

二
号
館
に
名
称
が
変
更
と
な

る。マ
住
所
平
塚
市
並
原
町

2
-

A
U
T
 

マ
電

話

幻

|
一
一
一
一

・
お

ー
一
一
一
一
(
今
ま
で
ど
お
り

謀
、
児
童
福
祉
課
、
市
民
税
課

〈

1
階
西
側
〉

収

入

役
室
、

会
計
課
、
健
康
福
祉
部
長
室
、

障
害
福
祉
課
、
高
齢
福
祉
課
、

生
活
福
祉
課

〈

3
階
v

市
長
室
、
助
役
室
、

企
画
部
長
室
、
企
画
調
整
謀
、

秘
宮
課
、
広
報
広
聴
課
、
職
員

謀
、
情
報
政
策
課
、
交
流
親
普

課
、
総
務
部
長
室
、
総
務
線
、

財
政
謀
、
情
報
管
理
課
、
工
事

検
査
課

〈

4
階

〉

都
市
整
備
部
長
室
、

都
市
整
備
線
、
み
ど
り
公
園
謀
、

建
築
謀
、
河
川
下
水
道
部
長

室
、
下
水
道
総
務
課
、
下
水
道

建
設
課
、
下
水
道
管
理
課
、
水

政
謀
、
都
市
計
画
部
長
室
、
建

設
総
務
謀
、
都
市
計
画
課
、
開

発
指
導
課
、
監
査
委
員
事
務
局

一
号
館

市
役
所
の
代
表
番
号
)

マ
交
通

神
奈
中
パ
ス

「営
林

署
前
」
下
車

〈

1
階
〉
工
業
労
政
課

〈

2
階
〉
商
業
観
光
都

〈

3
階
〉
農
産
課
、
中
地
区

農
業
共
済
事
務
組
合

<
首
一
同

漏
れ
叫
中
小

切
手
相

、
だ
土
曜

わ

石

数私

の
好
き
な

歩

道

• 

• 

っ
て
い
る
木
の
下
で
、
緑
を

m

つ
け
た
下
草
が
ひ
っ
そ
り
と

-
~
J容
を
待
つ
光
景
が
見
ら
れ
ま

三
子
一

す。

トシ
h

J

か

数

年
前
か
ら
、
富
士
見
地

、

，
♂
一
~・
区
の
か
花
水
川
を
き
れ
い
に

一Y
J
す
る
会
e

の
み
な
さ
ん
が
、

通
滝
F
.
3
，
川
岸
に
お
花
畑
を
作
っ
て
お

匙
鞠
一
/
，〆

、

Z
自

“

一
h

ら
れ
、
な
で
し
こ
、
ポ
ピ
l

e

金
魚
草
な
ど
の
色
彩
や
か
な

花
が
、

同
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、

犬
を
連
れ
て
の
散
歩
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
多
く
の
人
々
が

楽
し
ん
で
い
る
こ
の
辺
を
、

毎
朝
主
人
と

一
緒
に
歩
き
、

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
ど
の
辺
り
で
い
つ

も
の
方
々
と
擦
れ
違
う
か
な
、

と
思
っ
て
歩
く
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
冗
百
字
担

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
謀

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

私
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
を
よ
く
歩
き
ま
す
。

国
道
一
号
線
の
花
水
橋
を

渡
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
に
入
り
、

平
塚
大
橋
を
右

折
し
、
花
水
川
左
岸
を
下
る

コ
1
ス
で
、
こ
の
道
は
わ
だ

ち
が
続
き
、
地
面
に
つ
く
足

の
袈
の
感
触
が
と
て
も
柔
ら

か
く
大
好
き
で
す
。
川
面
で

は
、
時
折
コ
イ
が
水
音
を
た

で
た
り
、
白
サ
ギ
が
小
魚
を

追
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
に
変
化
す
る
富

士
山
、

湘
南
平
の
眺
め
の
ほ

か
、
容
に
は
満
開
の
桜
、
互

に
は
鈴
な
り
に
な
っ
た
桜
の

小
さ
な
赤
い
実
や
、
山
桑
の

官
い
実
、

秋
に
は
ゆ
ら
ぐ
ス

ス
キ
の
穂
、
ま
た
冬
に
は
枯

れ
草
に
霜
が
光
り
、
枝
の
張

l，¥まどきシンポジウム絶鱈 会ピE民
女と男のフェスティバル湘南の風……竹月 10 日(水)午後 6 時~8 時

ひ?ぷ空)汗l奮さ嘉戸ザ

• • 女と男のフェスティバル湘南の風
歴史に結った女

上田早苗さん
NHKアナウンサー

残間里江子さん
メディアプロデューサー

マリ・クリスティーヌさん
コミュニケーター

-コーディネーター

./~ネリスト
西川信贋氏
文学座演出家

⑨申し込み 電話で女性フェスティパル実行委員会事務局

(MNピル 10階屯話 21-7500)ヘ。先着200人

神崎愛・永島敏行ほか出演
演劇

とき 11月 9日伏)13 : 50.......16 : 00 

ところ 中央公民館
-演出西川信虞 ・原作 小松左京

結婚しないtc. .t反崎品:i紀子のもとに次々

と現れる江戸前の列たち。おかしくもま

じめな傑作なコメディ

・チケット 1000門(先約 700人)

・幼児保ffあり (2成~就学前) 15人

。申し込み

女件フェスティパル実行餐員会事務局

(MNピル 10階電話 21-7500)



第 5寸 1雪

豊原分庁禽1号館
今年の 4月、予場保健所4が新庁舎へ移

転レた後、改修工務在してきた。鉄筋コ

シクジート造り、地上 3階、地下 1階。

ーーー-m 

・.ーーーーー

広報ひらつか平成5年 9月 15日

平塚市総合防災訓練

(5) 

【即天特道会展】

. wum 9月 16臼{木) ~21 円

【平 塚美術協会様】

-期!日] 9月22i! (水) ~2811 (火)

【平塚市中学校絵画展 】

-期間 9月30円(木)~10月 5 1] (火)

【]RP写真展】

-期間 10月 6EI (水) ~12 日

【MOA平塚児童画展】

-期間 10月 7日(木) ~10Fl (f 1) 
食休館臼 毎週月附日

会美 術 館

干254西 八幡1-3-3 

道
路
部
は
新
館
ヘ

41 

業
務
開
始
日
は
四
日
(
月
)
。

な
お
農
業
安
民
会
事
務
局
に
つ

い
て
は
九
月
二
十
六
日
(
財
)

に
移
転
し
、

二
十
七
日
(
月
)

に
業
務
を
開
始
す
る
。

〈

1
階
〉

管

財

課

〈

2
階
〉
福
祉
政
策
課
、
農

業
要
員
会
事
務
局
、
用
地
銀
、

管
財
課
、
理
財
部
長
室
、
市
民

部
長
室
、
地
域
づ
く
り
線
、
文

化
行
政
推
進
室
、
健
康
謀
、
湘

南
丘
陵
整
備
課
、
開
発
審
査
謀

。
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課
庶

務
担
当
(
内
線
三
四
七
)

路
建
設
課
、
交
通
安
全
課
、
国

県
道
推
進
室
、
環
境
衛
生
業
務

課〈

3
階
〉
環
境
部
長
室
、
環

境
保
全
謀
、
環
境
衛
生
管
理

課
、
電
算
シ
ス
テ
ム
謀
、
電
算

室

点字 にチャレンジしてみる。

・n程 10月 23 日 ~11月 27日の毎週土

I雌 H、会 6回

・時間 141時~16時

・会場 行少年会館会合室B

-主主μ ，，-，、向校生10人くうt~ヴJI似〉

・参 加 料 1.200円(点字烈、資料代)

:公イホ宣官自 の正込山JlloHl、 9JJl511、23
11、 10JJ1211 

:公青少年会館

干Z:.I浅 川 町12 7029 

選
挙
管
理
香
品
会

~UJ吊32

新
館
二
階
の
教
育
委
員
会
事

務
局
が
型
原
分
庁
舎

一
号
館
に

移
転
し
、
そ
の
後
に
、
道
路
部

(
本
館
四
階
か
ら
道
路
総
務

課
・
道
路
管
理
課

・
道
路
建
設

課
と
、
東
附
凪
庁
舎
二
階
か
ら

交
通
安
全
課
・
国
県
道
推
進

室
)
が
入
る
。
新
館
へ
の
移
転

日
は
九
月
二
十
五
日
(
土
)

で
、
業
務
開
始
日
は
二
十
七
日

(
月
)
。

〈

1
階
〉

事
務
局

〈

2
階
〉
道
路
部
長
室
、
道

路
総
務
課
、
道
路
管
理
課
、
道

附
属
庁
舎
の
配
置
変
え

一県
附
属
庁
舎
二
階
の
都
市
整

一
三
階
の
湘
南
丘
陵
整
備
課
、
出

備
課
、
み
ど
り
公
園
課
が
本
館

一
業
委
員
会
事
務
局
が
東
附
属
庁

四
階
に
移
転
し
、
本
館

一
階
の

一
舎
に
入
る
。
東
附
属
庁
舎
へ
の

地
域
づ
く
り
課
、
健
康
課
と
、

一
移
転
回
は
十
月
二
日
(
土
)
で
、

(金) 19I1-J~2()時30

会漂着物を拾う会

• 11 n寺-10月 911 (ニヒ)、 参力"rj rJl 
-集合 9時30分、花水川河r1イ;liWlioj
公休 館 日 t.6.込l丹I地111、)];，f..:

火博 物 館

〒加浅r.rJ町12

電
気
復
旧
作
業
も
鮮
や
か

紙ばさみ、虫めがね

:女星を見る会「土星を見ょう」

• 1 IIki' 10月 8円

分、 参加向由

- 会場博物館科学教1{~、此十:

天
ぷ
ら
油
も
慌
て
ず
消
火

J
f

;
f
f
 

ie
-

代絵画の慌史を見てみる。入場自由

• H時 9月26R (H) 1 3時30分~15

時 30分
-会制策術館講堂

・制自iji ，(iリ形美術学校

(火)

秋田民介氏

会市民アートギャラリー

会ビデオ映画会
!)!II 

置 言 翠
;カ映画会

・11引 10JJ 2 1I ~1 2) J 1111 (除く 10 : ~~ 9月26日(日)10時、 14時、中央館

} J 161 1) の毎迎土l胤 11、全101"1 : r釣りパカ 11，泌J 95分
. 1I.i'II¥1 1 81時~1 9時30分 : (cjno月 3日(日) 10時、 14時、中央館

・会期 刊少年会館剣迫以 : r災Lどと!I'子以 J H4分
・定μ γí' {ド、 一般30人 く)U";ß~'i> : u休館日 11此 HJII{!UI、JJぶ、特別物

・参加料 2.000円(テキスト代合む) : JlIOtlJllIJ(rJ'c!k:[;<I，'HjHIO}J 5 11~ IHII 、

. 会陶芸教室 j 北 [;>(I，'f加と阿凶.，'}館10}J5 11~ 11 
・日 時 9月 18日{土)、参加自由 : ~ r-J...... .，......=. : 1 1) 

・集合 14時20分、 上万四バス停 : ・日程 10月 9臼(土)作成、30円(ごi:)ゆ :火中央図書館

日本の油絵のルーツなど、日本の近 : ・持ってくる物 鑓記用具、 B5版の jがけ、 11月 13日(土)講評と作品波し; 干捌浅川町12-41 'dUli31 (}415 

・4・・・・・・・4・・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・.・・4・・4砂...~砂・・4・・4・・.・・.・・・・・4・・.・・4・・.・.~・・・・・・.

10時、 14時、中央館

139ジ〉

記事9月19日 (日)

「析のない川 j

"{:f初，心者のための太極拳教室

(火)

m陪35-2111

H.tふ可3341 

が
も
♂
一

l美術館:

材料と表現をテーマとしたワークシ

ョップ。会場は災術館ア トリエ。申し

込みはワークショップ名、住所、氏名、

電話番 号を記入して往復はがき(1人

1枚 )で 。抽 選

【平塚の植物で染める ・織る】

・日 程 10月 2 日 ~23日の毎週土日記

目、全 4回

・時間 10時~16時30分

・定員 20人

・材料費 3.000円

・申込期限 9月25日

【基底材のABC】

3種類のキ ャンパス (6号)をつく

り、その違いを体験する。

・日干塁 10月 10日 (日)、 17日

・時間 10時~16時30分

-定只 20人

・材料費 3.000円

-申 込期限 9月30日

【絵画の見方と技法】

テンペラ、油彩の鵠談と表現方法を

実習する。

・日程 10月 24 日 ~11 月 6 日の毎週

土 ・日曜日、全 4巨l

・時間 10時30分~16時

・定員 20人

・材料費 2.000円

-申 込期限 10月15日

(土)

会ワークショップ

(日)

(木)

会土曜観察会「彼岸花の土手J
(金)

会近代日本美術の材料と表現
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